









年 9月、地域活性化や中長期ビジョンを策定する新組織として 「まち ・ひと ・しごと創生
本部Jを設置した。いわゆる地方創生本部である。
地方創生本部のミッションは、地域に 「しごと 」を生み出し、「ひと Jを流入させ、「佐
みやすいまちj を形成するというものである。
こうした国の方針を受け、和歌山県では、2060年には人口を概ね 70万人とする長期人




























2014年 6月 9日に学生 9名と教職員サポート 3名の計 12名によって、このプロジェク
トは始動した(図 2参照)。まずその第一歩として、 1次産業の 「生産Jの部分を担うサツ
マイモの苗付け作業を和歌山市梅原地区の農業従事者の協力の下、約 20坪の休閑地を借り
て行った。2014年 10月 16日と 11月 14日に行われた収穫に至るまでの問、草引きや水や
りをプロジェク トチーム内のローテーション制で実施した。 2次産業の 「製造Jの部分に
ついては、和歌山城近くの菓子専門庖にご協力を頂いた。3次産業の流通・販売の部分は、
和歌山市ぶらくり丁商庖街内の空き庖舗を活用した CafeWITH (和歌山大学の学生が運営
するまちづくりを目的とした地産池消レス ト ラン)と連携し、 10 月~ 11月にかけて、 Cafe
WITHの定番メニューに加え、収穫したサツマイモで作ったスイートポテトなどを販売した。
コーヒ一発祥の地であるエチオピアから輸入した本格的なコーヒーとのセット販売も行っ













ところで、こ の一連のプロジェクトには、 「エリアマネジメント j と呼ばれる手法が応
用された。エ リアマネジメントと は、「地域において 、その価値を維持 ・向上させるための、
住民 ・事業主 ・地権者等による 主体的な取り組みJを指す。エリアマネジメン ト活動を行
う組織には、NPOや株式会社など多様に存在する。通常エ リアマネジメン トの活動を行う
際、“一定のエ リア"を対象とし、まちをつくることだけではなく 、育てること(マネジメ
ン ト)を目指し、行政だけではな く、多くの住民 ・事業主 ・地権者等が互いに関わり合い





官頭でも述べたように、特に地方都市では、限 られた資源、を発掘 し、 それを繋ぎ、 利益.
を生み出すコーディネーターの存在が欠かせない。今後ますます人口減少が進むなかで、
これを担う 人材や組織の必要性が問われている。 このエリアマネジメントを意識した組織
作りこそが 「まち ・ひと ・しごと Jの創生にもっとも必要な鍵となろう 。
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